
研修計画－1 

〔校内研修の意義〕  

・学校の教育活動改善の原動力となること  

・学校の組織力を向上させること  

・学び合い、高め合うという同僚性や学校文化の形成に役立つこと  

・教職員個人の力量を向上させること  

平成２９年度校内研修基本方針  

 研究・研修担当  

１  はじめに  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

（長崎県教育センター  Ｈ２５．３「校内研修のてびき」より） 

 

「校内研修」＝ 組織力と人間性を高める活動の基盤  

                    （長崎県公立学校教職員研修体系要項より）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔校内研修の必要性〕  

・学校ごとに教育課題が異なるため、学校現場に即した実践的研修が求められている

こと  

・山積みする教育上の諸問題に対し、校外研修だけでは不十分であること。また、校

外研修は、場所、時間、参加人数の制限があること  

・今後、ベテラン教職員の大量退職、経験の浅い若手教員の大量採用で、実践的指導

力やコミュニケーション力、チームで対応する力などがより一層求められること  

〔校内研修の定義〕  

・学校が主体となって、教育目標の実現に向け、校長の指導のもと計画的、組織的、

継続的に実施する研修  

・教育目標の実現を目指した、教職員の小グループによる日常業務と結びついた研修  

 （小集団による研修  ＳＧＡ；Ｓｍａｌｌ  Ｇｒｏｕｐ  Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ）  

【ＲＶ－ＰＤＣＡサイクルによる校内研修の推進】  

（Ｒ＝調査・分析、Ｖ＝構想、Ｐ＝計画、D＝実践、Ｃ＝評価、Ａ＝改善）  

①Ｒ…現状把握と課題の焦点化（強みと弱み）  

②Ｖ…ビジョン共有（学校経営方針：育てたい生徒像、高めたい学校像）  

③Ｐ…学校経営方針等の共有  

（学校経営方針に基づく校内研修にかかる重点努力事項や方策等） 

   研究組織の編成  

   研究テーマ設定（学校経営方針を踏まえ、達成可能で成果が実感できるもの）  

   年間計画立案（学校歴への位置付け）  

④Ｄ…授業研究や課題研修の実践  

⑤Ｃ…評価の実施（学校評価との連動）  

⑥Ａ…改善策の検討（研修の成果と課題の整理、次年度に向けた方向性の修正等）  
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２ 研究主題  

「つながり」で育む主体的な学びの姿を目指して  

～横断・協働・連携を意図した教育の工夫を通して～  

３ 研究主題の捉え方  

「つながり」とは、「各教科が横断的につながること」「生徒同士が協働的な学びに

よってつながること」「学校・家庭・地域が教育活動において連携すること」というこ

とを表している。  

教科が横断的につながる学習と言えば「総合的な学習の時間」が代表的ではあるが、

他にも全国学力・学習状況調査のＢ問題で問われる「活用」の力を高めることや、各教

科における「言語活動の充実」は、教科単独の学習でなされるものではない。例えば、

国語科の特性に応じて育まれる見方や考え方は、各教科等における言語活動等を通じて、

他教科の特性に応じ育まれる見方や考え方を広げていく役割もある。このように、各教

科における学びは、相互に影響し合いながら成長していくものである。今、生徒に求め

られている力を身に付けさせるために、各教科での学びを横断的につなげていくことは

必要不可欠と言えるのではないだろうか。  

生徒同士が協働的に学ぶというのは、いわゆるアクティブラーニングの三つの視点「主

体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」に基づく授業改善の中で捉えた生徒の姿で

ある。「深い学び」の在り方は、教科の特性に応じて示されるものであるが、「主体的

な学び」「対話的な学び」は、教科共通で理解できる視点であると考える。教室にいる

全ての生徒が、主体的に、対話的に学ぶ姿を「協働的に学ぶ姿」と捉えたい。  

「主体的な学びの姿」とは、「確かな学力」を求める姿と判断する。「確かな学力」  

とは、基礎・基本を確実に身に付け、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的

に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力のことであると現行学習指導要

領に示されている。基礎的・基本的な「知識や技能」、「学ぶ意欲」や「思考力・判断力・

表現力など」を含めた幅広い学力として捉えたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．教師が授業において、生徒が各教科で身につけた力を生かすことを意識した横断

的な学習活動を仕組めば、生徒の基礎・基本の定着が図られるとともに、思考・

判断・表現の力が育成されるであろう。  

２．教師が授業や諸活動において、多様な学習形態や指導方法を工夫して、生徒同士

を協働的に学ばせる場面を設定すれば、生徒相互の理解が深まり、学び合い、教

え合う態度が育成されるであろう。 

３．学校・家庭・地域が、互いの視点で捉えた生徒の姿を発信し合い、また育みたい

子どもの姿を共有しながら学力向上に向けた取組がなされていけば、生徒が安心

して生活でき、学習に集中して取り組める環境をつくることができるであろう。 

以上の３点がそれぞれ具体的な実践によって達成され、相互につながり合うこと

によって、生徒一人一人が主体的に学習に取り組む態度が育成されるであろう。 

〔研究仮説〕  

 各教科の中で横断的につながる学習活動や、授業や諸活動において生徒同士の協働

的な学びの場が設定され、さらに学校・家庭・地域の連携のもとに学力向上に向けた

取組がなされれば、生徒一人一人が主体的に学習に取り組む態度が育成されるであろ

う。  
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４ 主題設定の理由  

 （１）今日的な教育の動向から  

   21 世紀は、新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領

域 で の 活 動 の 基 盤 と し て 飛 躍 的 に 重 要 性 を 増 す 、 い わ ゆ る 「 知 識 基 盤 社 会 」

（knowledge-based society）の時代であると言われている。知識基盤社会においては

「課題を見いだし解決する力」「知識・技能の更新のための生涯にわたる学習」「他

者や社会、自然や環境と共に生きること」など、変化に対応するための能力が求めら

れる。このような社会の構造的な変化の中を生き、そして担う子どもたちに必要な能

力、それが現行指導要領の基本理念である「生きる力」である。つまり、基礎・基本

を確実に身に付け、いかに社会が変化しようと、自ら学び、自ら考え、主体的に判断

し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力、自らを律しつつ、他人とともに協

調し、他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性、たくましく生きるための

健康や体力などの「生きる力」をはぐくむことが、学校教育に求められている。 

   さらに、次期学習指導要領の改訂に向け、これからの社会に生きる子どもたちに求

められる資質・能力について本格的な議論がなされている。その中で、「何を知って

いるか、何ができるか」はもちろん「知っていること、できることをどう使うか」と

いう資質・能力をはぐくむための具体的な改善の方策の１つとして出されたのが「ア

クティブ・ラーニング」である。平成２６年１１月、中央教育審議会に対して文部科

学大臣から出された諮問文では、アクティブ・ラーニングを「課題の発見と解決に向

けて主体的・協働的に学ぶ学習」と示されている。「アクティブ」という言葉は「活

動性」をイメージさせるが、これは子どもたちの「思考」が「活動」するという状況

であり、つまり「子どもたちの思考が活性化し、真剣に課題に立ち向かっているよう

な状況」が授業の中で起きることが重要ということである。  

現行学習指導要領の基本理念の追求および達成のため、各教科・領域で行われてき

た「言語活動の充実」を柱にした授業改善は、まさにアクティブ・ラーニングである

と言える。さらに、授業の質の向上のため、新しい学習や指導方法を考えていくこと

も必要である。例えば、「ジグソー法等さまざまな方法を用いての話し合い活動」や

「ＩＣＴの積極的な活用」などが挙げられる。  

このような今日的な教育の動向を踏まえ、本研究主題を設定した。  

  

（２）生徒の実態から  

   平成２７年度、２８年度の全国学力・学習状況調査及び長崎県学力調査について、

本校生徒は全国や県の平均を上まわる結果となった。また、学年が上がるごとに課題

が改善され、さらなる伸びが見られる結果が出ている。例えば、平成２７年度卒業生

は、平成２６年度実施の県学力調査の国語・数学において課題として挙げられた点に

ついて、平成２７年度実施の全国学力・学習状況調査では大幅な改善が見られた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｈ２６年度  県学力調査 国語 

「目的や意図に応じ、必要となる事柄を整理して書く」（根拠を明確にして書く） 

   正答率の県との差 ⇒ －１４.７ポイント（無解答１９．２ポイント） 

・Ｈ２７年度  全国学力調査  国語Ｂ問題  

１三  県との差   －２.８ポイント （無解答  ０ポイント     〔県２.１〕）  

２三  県との差  ＋１２.９ポイント （無解答 ５.９ポイント 〔県３.０〕） 

３三  県との差    －１.３ポイント  （無解答  ５.９ポイント〔県１２.２〕） 
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  さらに、平成２８年度全国学力・学習状況調査及び県学力調査において、実施該当学  

 年である３年生、２年生ともに全国・県の平均を大幅に上回るとともに、いずれも前年  

 度の結果からも上回った。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、学力向上に向けて、学習環境の整備と授業改善に全職員で取り組んだ結果と

考える。生徒が落ち着いて学校生活を送り、見通しをもって学習に臨むことができる状

況を継続するためにも、各教科が横断的につながって学習の質を高めること、生徒同士

が互いを信頼し協働的に学習に取り組むこと、学校と家庭、地域が連携して生徒の成長

を促すことが今後も必要と考える。  

 

（３）研究の経緯から  

  本校では、平成２６年度と２７年度の２年間、「確かな学力の定着を目指した学習指

導のあり方 ～学習規律の徹底と各教科における授業改善を目指して～」という主題の

もと、研究を進めてきた。学力の土台となる学習環境の整備と、「言語活動の充実」を

中心に据えた授業改善に全職員で取り組んできた。その結果、「（２）生徒の実態から」

で述べたように、各調査において課題の改善、学力の向上が見られた。２年間の研究を

基に、平成２８年度は、学習環境については「学級力の向上」という視点を新たに加え、

授業改善については「授業における共通の取組」を設定して取り組むこととし、研究主

題を「『つながり』で育む主体的な学びの姿を目指して  ～横断・協働・連携を意図し

た教育の工夫を通して～」と設定し、複数の側面から生徒の主体的な学びを育むことと

した。  

 

 

 

・Ｈ２６年度  県学力調査 数学 

「有効数字を明らかにした数の表し方について理解している」（資料活用）  

   正答率の県との差  －９.０ポイント （無解答 ２６.９ポイント） 

・Ｈ２７年度  全国学力調査  数学Ａ問題  

１４（１） 県との差   ＋５.６ポイント（無解答３.９ポイント〔県９.９〕）

１４（２） 県との差   ＋６.９ポイント（無解答７.８ポイント〔県８.９〕）

１５（２） 県との差  ＋１８.３ポイント（無解答２.０ポイント〔県２.７〕） 

 

・Ｈ２８年度 県学力調査（国・数→２年生、英→３年生）  

 国語  ６４.９（県６３.８  市６１.６） 

数学  ５４.５（県５１.８  市４４.５） 

 英語  ７６.４（県６３.１  市６５.３） 

 

・Ｈ２８年度 全国学習・学力状況調査  

 国語Ａ ８１.５（県７５.４  全国７５.６） 

 国語Ｂ ７１.０（県６６.７  全国６６.５） 

 数学Ａ ６４.３（県６１.５  全国６２.２） 

 数学Ｂ ４６.１（県４２.５  全国４４.１） 
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（４）学校教育目標との関わりから  

  本校の教育目標は「健全な生活態度を育成し、豊かな心をもつ生徒を育成する」「基

礎・基本の確実な定着を図り、確かな学力をもつ生徒を育成する」「心身ともにたくま

しく、何事にもねばり強く取り組む生徒を育成する」である。生徒の実態把握のもと、

学力の土台となる学習環境を整備し、身につけさせたい力を明確にもって授業改善に取

り組んでいくことが、目標の具現化につながるであろう。特に、各教科が横断的につな

がることは生徒の学びを深め、基礎・基本の確実な定着につながり、生徒が協働的に学

んでいくことは互いに切磋琢磨して向上する意欲を生み、それがたくましさやねばり強

さにつながると考える。また、学校・家庭・地域が連携することによって、健全な生活

環境が生まれ、豊かな心を育むことにつながると考える。  

 

５ 研究の基本方針  

（１）職員全員の参加  

  ○職員がそれぞれの授業改善の取組を公開、共有して教科の横断的なつながりを図る。 

  ○全職員が年間１回の研究授業を計画・実施する。授業研究については原則として、

授業を実施した日に行う。  

  ○全員参観を原則とした全体研究授業を学期に１回行う。授業研究は、授業を実施し

た日にワークショップ形式で行う。指導案（指導略案）の形式は原則として統一す

る。 

 

（２）個人研究とその実践  

○各教科における基礎・基本の定着を目指した具体的方策と評価の方法を研究する。 

○生徒の学習活動の活発化を図るための取組をする。 

  ○授業実践記録を残す。  

   

（３）本年度研修内容  

  ○教科・領域の研究授業の実践  

○各教科における授業改善（言語活動の充実）に関する研修  

○道徳教育に関する研修 

  ○生徒理解についての研修  

  ○校外での研修会や出張の報告（研修の共有化）   

 

（４）研究組織  

 校長  

  

 教頭  

  

 研究推進委員会   

  

                                        

 授業研究部          学習環境部   

※ 研究推進委員会は、校長、教頭、教務、研究主任、各研究部長で構成し、各研究部に

おける取組の方向性の検討と進捗状況の確認をする。（必要に応じて拡大することが

ある。）  
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 ◆授業研究部〔「言語活動の充実」を中心に据えた授業改善〕 

  ○授業改善  

  ・学習の見通し（「めあて」の提示）を持たせ、振り返りを行う。  

   ・書く活動の設定…思考力・判断力・表現力の育成（考えを文章で整理する）  

    ・小グループによる「きょうどう（共同・協同・協働）」学習 

…学び合い、教え合いによる知識理解の伸長と思考力・判断力・表現力の育成 

 

 ○特別支援の視点にたった教科指導  

   ・効果的なＴＴの在り方について 

 

  ○研究授業、全体研究授業の実践  

・教師同士の学び合い、教え合いにより指導力の向上を目指す。  

    （指導力の向上、指導における視点の育成、同僚性の向上） 

                

◆学習環境部 

○望ましい学習集団づくり 

 ・「学級力プロジェクト」の実施（「学級力プロジェクト」田中博之著）  

  『学級力アンケート』実施（年 2 回：1 学期末、2 学期末）→ 学級会の実施（ア

ンケート結果についての分析、改善策等）→ 実践 → 振り返り  

   

・Ｑ-Ｕアンケート結果の分析（夏季研修）  

 

○特別支援の視点に立った教室や授業環境の整備  

  ・教室全面の掲示物の工夫（昨年度より継続） 

・学習室の整備、特別教室の効果的な活用 

   

  ○道徳教育の充実  

   ・「長崎っ子の心を見つめる教育週間」における取組 

    公開道徳について学年職員全員で取り組み、取組内容を全職員で共有する。 
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６ 研究構想図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究仮説  

各教科の中で横断的につながる学習活動や、授業や諸活動において生

徒同士の協働的な学びの場が設定され、さらに学校・家庭・地域の連

携のもとに学力向上に向けた取組がなされれば、生徒一人一人が主体

的に学習に取り組む態度が育成されるであろう。  

【学校教育目標】 

（１）健全な生活態度を育成し、豊かな心をもつ生徒を育成する。  

（２）基礎基本の確実な定着を図り、確かな学力をもつ生徒を育成する。  

（３）心身ともにたくましく、何事にもねばり強く取り組む生徒を育成する。  

 

【研究主題】 

「つながり」で育む主体的な学びの姿を目指して 

～横断・協働・連携を意図した教育の工夫を通して～ 

 

 

 

・望ましい学習集団づ

くり 

・特別支援の視点にた

った教室や授業環境

の整備 

・道徳教育の充実  

 

 

 

・授業改善についての

研究 

・特別支援の視点にた

った教科指導のあり

方の研究 

・研究授業の実践  

 

  

 

 

・「生月中学校学びの習

慣化」による発信  

・学校便り等での発信  

・アンケートによる評

価 

 

授業改善 学習環境 
学校・家庭 

地域 
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７ 研究組織  

 

 

 

 

 

 

 

 

教科 授業研究部  学習環境部   

 

全 

 

体 

 

会 

 

国語 
髙  山  青  﨑  

 

社会 
岩  本  川  向  

 

数学 
森  江  上  

 

理科 
小  杉   

 

英語 
埴  原  山  田  

音楽 

保体 
辻  野  口  

美術 

技家 
  

 

養護 
 渋  谷  

 

栄養 
 吉  住  

校長  

教頭  

研究推進委員会  


